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代
、
春
に
な
る
と
村
総
出
の
田
植
え
を
行
い
、

若
い
乙
女
た
ち
も
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
田
植

え
が
終
わ
る
と
流
水
よ
り
温
か
い
北
竜
湖
で
足

を
洗
っ
た
こ
と
か
ら
早
乙
女
池
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
池
に
は
大
き
な
鯉
が
い
て
一
人
の

早
乙
女
に
恋
を
し
ま
し
た
。
春
が
過
ぎ
る
と
早

乙
女
は
い
な
く
な
り
、
池
を
探
し
て
疲
れ
は
て

た
次
の
春
、
早
乙
女
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
頃
か
ら
恋
愛
成
就
の
湖
と
語

り
継
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北
竜
湖
を

上
空
か
ら
み
る
と
ハ
ー
ト
型
に
な
っ
て
お
り
、

湖
の
東
の
弁
天
島
に
架
か
る
橋
「
早
乙
女
橋
」

は
恋
愛
成
就
の
橋
と
し
て
多
く
の
恋
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

◆
小
菅
神
社

　

小
菅
神
社
は
、
白
鳳
年
間
（
六
四
五
～

七
一
〇
）
に
役
行
者
に
よ
り
開
山
さ
れ
、
大
同

元
年
（
八
〇
六
）
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
八
所
権

現
本
宮
等
を
整
備
し
た
と
伝
わ
る
古
社
で
す
。

　

当
初
は
、
馬
頭
観
音
の
化
身
と
さ
れ
る
小
菅

権
現
を
主
祭
神
と
称
し
て
熊
野
・
金
峯
山
・
白

山
・
立
山
・
山
王
・
走
湯
・
戸
隠
の
七
神
を

祀
っ
た
こ
と
か
ら
八
所
権
現
と
い
わ
れ
る
修
験

寺
院
元
隆
寺
で
す
。

　

室
町
時
代
の
最
盛
期
に
は
上
の
院
十
六
坊
、

中
の
院
十
院
、
下
の
院
十
一
院
の
総
数
三
十
七

院
が
あ
り
、
戸
隠
、
飯
綱
と
並
ん
で
北
信
州
三

大
修
験
場
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
国
時
代
は
上
杉
領

と
な
り
上
杉
氏
か
ら
庇
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

永
禄
十
年
の
川
中
島
の
戦
い
で
武
田
勢
に
よ
り

焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
歴
代

飯
山
藩
主
松
平
氏
に
よ
り
焼
失
し
た
建
物
は
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
入
り
神
仏
分
離

令
に
よ
り
元
隆
寺
が
廃
寺
さ
れ
小
菅
神
社
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

小
菅
神
社
の
奥
社
本
殿
と
宮
殿
は
室
町
時
代

に
建
立
さ
れ
国
指
定
の
重
要
文
化
財
、
奥
社
の

脇
立
・
板
絵
は
県
宝
、
杉
並
木
は
県
天
然
記
念

物
、
そ
の
他
の
多
く
の
像
・
絵
馬
等
が
市
の
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
竜
湖
の
上
部
と
小
菅
神
社
の
周
囲
は
国
有

林
で
す
。
近
年
、
飯
山
市
に
お
い
て
国
有
林
を

含
め
小
菅
一
帯
を
「
重
要
文
化
的
景
観
」
と
し

て
申
請
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
当
署
と
し
て

は
国
有
林
内
の
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
・

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
木
の
処
理
等
に
よ
り
景
観

の
維
持
を
行
い
、「
重
要
文
化
的
景
観
」
指
定

の
一
助
と
な
る
よ
う
施
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
信
州
に
お
越
し
の
節
は
神
秘
の
北
竜
湖
、

歴
史
あ
る
小
菅
神
社
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
近
く
に
は
映
画
「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」
の

撮
影
場
所
と
な
っ
た
阿
弥
陀
堂
、
祈
願
す
る
と

お
乳
が
出
る
と
伝
わ
る
神
戸
の
イ
チ
ョ
ウ
、
菜

の
花
公
園
な
ど
見
所
の
多
い
北
信
州
で
す
。

◆
北
竜
湖

　

北
竜
湖
は
、
飯
山
市
瑞
穂
に
位
置
し
野
沢
温

泉
村
と
接
し
て
い
ま
す
。
こ
の
湖
は
、
火
山
の

爆
発
で
で
き
た
窪
地
に
水
が
た
ま
っ
た
自
然
湖

で
面
積
二
・四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
湖
で
す
。
江
戸

時
代
は
水
が
あ
ふ
れ
住
民
の
命
を
奪
っ
た
記
録

も
あ
り
ま
す
が
、
明
治
の
初
め
に
堤
防
が
築
か

れ
、
当
時
、「
北
竜
池
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
三
十
六
年
に
北
竜
湖
観
光
協
会
の
設

立
に
合
わ
せ
、「
北
竜
湖
」
と
改
名
さ
れ
ま
し

た
。
湖
の
水
は
二
十
四
㌶
の
農
地
を
潤
す
農
業

用
水
と
し
て
現
在
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
北
竜
湖
の
周
辺
は
、
小
菅
部
落
と
呼
ば

れ
、
後
項
に
記
載
し
ま
す
小
菅
神
社
の
宿
坊
と

し
て
修
験
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
室
町
時 ハート型の北竜湖

弁天島から望む北竜湖と妙高山

重要文化財（国指定）小菅神社奥社

スギ並木がすばらしい小菅神社参道


